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政務活動（研修・要請陳情等）実施報告書 

滝沢市議会の政務活動費の交付に関する条例第９条に規定する使途基準に基づき、下記の通

り政務活動（研修・要請陳情等）を実施したので、報告します。 

 

記 

 

１ 期日 

  令和４年 11月 17日（木） から 令和４年 11月 18日（金） まで 

 

２ 研修・要望場所 

  ①全国町村議員会館（東京都） 

  ②衆議院会館、参議院会館、財務省 

 

３ 参加者 

  相原孝彦、小田島清美 

 

４ 研修・要望内容 

  別紙のとおり 

 

 

 

 



政務活動シート

活動概要

●実施日
　令和4年11月17日（木）～令和4年11月18日（金）

●場所
　全国町村議員会館（11月17日）
　衆議院議員第2会館・参議院議員会館・財務省（11月18日）

●内容
　研修　1　「議会からの政策サイクル」を構築する
　　　　　　可児市議会議員　川上文浩氏
　　　　　　会津若松市議会議員　松崎新氏

　　　　　2　「議会からの政策サイクル」とは何か
　
　要望　衆議院議員：藤原隆、庄司賢一、
　　　　　参議院議員：横山信一、広瀬めぐみ
　　　　　財務大臣：鈴木俊一
　

活動成果

特記事項
　研修：本議会で進めている議会サイクルの更なる構築に向けて重要であっ
た。
　要望：本市の実情を理解していただくと共に今後の福祉の向上に関して意義
深い
　ものがあった。

所感
　本市の義会アドバイザーでもある江藤教授の講話は、過日の議会での講演
と合わせ今後の滝沢市議会の議会サイクルの在り方、決算から事業を見直し
予算につなげていく議会サイクルの構築に大いに参考になった。また、すでに
議会サイクルを進めている可児市議会、会津若松市議会の先進事例を聞くこ
とができ、今後の本市議会の目指すべき姿がより鮮明となった。
　要望活動においては、本県選出の議員や同会派の議員への要望活動を
行った。　また、本市の実情を理解いただいた。今後も、緊密な連携を図りなが
ら、市民の福祉の向上に努めていきたい。その他、財務大臣への要望も行うこ
とができた。次年度予算編成において要望が進むことを期待する。

調査主体：公明党

調査項目名称 調査研究（視察含む）　　・　　研修　　・　　要請陳情等

活動の理由
及び

その目的

　・本市の課題と捉えている道路整備・維持管理に係る財政支援の充実や子
育て支援策の充実強化等について地元選出議員への要望を行うものである。
　・議会改革を進めるにあたり、議会からの政策サイクルをどのように構築して
いくのか先進議会の事例や議会アドバイザー江藤教授の講話に学び本議会
の議会サイクル構築に向けて研修を行うものである。




